
Ⅰ．はじめに

　１９９７年８月に大分県で発生したエリンギ（Pleurotus 

eryngii）わたかび病は，エノキタケおよびブナシメジ

わたかび病の原因菌 Cladobotryum variumの感染に起

因することはすでに報告（1）した。 本病は培養期以降に

C．variumの分生子を濃度１０２個/ml以上で接種すると発

病し，接種濃度が高く，接種時期が早いほど激しく発病

することを明らかにした（1）。一方，木村（2）も本病の

発生を確認し，発病の原因は生育工程の高湿度管理とし

ている。しかし，発病地での感染経路を含めた C. 

variumの発生生態は不明のままで，本病の発生生態の

解明と早急な防除対策の確立が求められている。

　今回は本病の発病に及ぼす要因を明らかにするためエ

リンギの培養期間ならびに系統の耐病性について検討し，

若干の知見が得られたので報告する。                           

Ⅱ．材料および方法

　供試菌：C．variumは大分県産エリンギわたかび病分

離菌株（OMI ９８０１），長野県野菜花き試験場保存のブナ

シメジわたかび病分離菌株（N ６９８）， エリンギわたかび

病分離菌株（N ７１５）， エノキタケわたかび病分離菌株

（N ７２９）， IFO９１４３および IFO９４３８の合計６菌株を供試

した。供試菌はPDA平板培地（Difco製）で２０℃，１０～

１４日培養して分生子を形成させた。分生子懸濁液の調整

は既報（1）と同様に行った。エリンギはATCC ３６０４７株，

大分県産栽培子実体分離菌株（OMC ４０８７）， 森林総合研

究所九州支所保存のチェコ産分離菌株（OMC ４０８３）お

よびドイツ産分離菌株（OMC ４０８４）を供試した。

　C．variumの病原性： エリンギは８００cc のポリプロピ

レン製のびんで栽培した。培地はスギ鋸屑，米糠，ふす

ま，きのこの素（太田油脂製）を容積比で１２：２：１．５：

０．５の割合に混合し， 含水率を６３-６５％に調整し，高圧殺

菌後に予め同様な方法で約６週間培養したエリンギ種菌

を接種した。培養は２２℃，相対湿度７０％で６週間行い，

菌掻き後は１５℃，相対湿度９０％の育成室で原基形成を促

した。菌掻きは菌床面の中央部を円形に残して，周囲を

取り除く方法で行い，びん口は約１０日間培養びん専用の

キャップで軽く覆った。C．variumの分生子懸濁液は１０６

個 /ml 濃度に調整し， 菌掻き直後の菌床面および菌掻き

後約１４日経過した健全幼子実体に接種した。接種は菌掻

き直後の菌床面に１びん当たり１ml ずつ注入接種， 幼子

実体に対しては１びん当たり３- ４ml を噴霧接種した。

エリンギ菌床は１処理区当たり８～１６びん用いた。発病

の判定は滅菌水を接種した対照区の子実体収穫時に行っ

た。

　エリンギ培養期間と発病：エリンギ（ATCC ３６０４７）

を５，６，７，８週間培養し，菌掻き直後の菌床面に１０１お

よび１０２個 /mlに調整したC. varium（OMI ９８０１）の分生

子懸濁液を，１びん当たり１ml ずつ注入接種した。エリ

ンギ菌床は１処理区当たり１６びん用いた。

　エリンギ系統の耐病性差異：エリンギ４系統をそれぞ

れ６週間培養し，菌掻きを行ったエリンギびんの菌床面

に，１０１および１０２個 /ml 濃度に調整した C．varium（OMI 

９８０１）分生子懸濁液を１びん当たり１mlずつ注入接種し

た。エリンギ菌床は１処理区当たり２０びん用いた。       

                                    

Ⅲ．結果および考察

　C．variumの病原性：１０６個 /ml に調整した C．varium

分生子懸濁液を，菌掻き直後の菌床面および健全なエリ

ンギ幼子実体に接種した。菌掻き直後の菌床面に行った

接種試験の結果を表１に示した。供試した６菌株はいず

れも高い発病率を示した。OMI ９８０１，N ６９８，N ７１５およ

びN ７２９の接種びんからは， 重症子実体のみが発生した。

IFO ９１４３および IFO ９４３８の発病率は高率であったが，

軽症子実体の割合が高い傾向が見られた。

　幼子実体に行った接種試験の結果を表２に示した。発

病率は IFO ９４３８を除く５菌株で１００％であった。IFO９４３８

の発病率は明らかに低く，重症子実体は認められなかっ

た。以上のことから，栽培きのこから分離したOMI 

９８０１， N ６９８，N ７１５およびN ７２９はエリンギに対する病

原性に差は認められず，菌掻き時点の菌床面に接種する

と重症子実体の発生割合が高いことが明らかになった。

　エリンギ培養期間と発病：期間を変えて培養したエリ

ンギびんを，それぞれ菌掻き直後に C．varium（OMI 

９８０１）分生子を接種した結果を表３に示した。分生子濃

度１０１および１０２個 /ml のすべての処理区で発病が認めら
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れた。７～８週の培養期間では原基形成が遅延する傾向

が見られ，発病率および重症子実体の発生割合は，培養

期間が長期に及ぶほど高率であった。

　大分県内でわたかび病が確認された１９９７年頃は，既存

の栽培きのこに準じてエリンギを栽培しており，生産者

各自が栽培法を模索していた。発病確認時点に行った現

地調査では，発病に及ぼす栽培法の影響は不明であった。

以上のことから，培養期間が発病の程度に影響を及ぼす

可能性が示唆された。

　エリンギ系統の耐病性差異：菌掻き直後のエリンギ菌

床面に，C．varium（OMI ９８０１）分生子を接種した結果

を表４に示した。 OMC ４０８７は１０１個 /ml 濃度で３０％の発

病率であったが， OMC ４０８４は１０２個 /ml 濃度でも発病は

認められ，エリンギ系統で耐病性が異なることが示唆さ

れた。

Ⅳ．まとめ

  今回の試験結果から，本病の発病は培養期間の影響を

受けることが明らかになった。本病の発病に関与する栽

培条件の影響については今後の検討課題である。また，

本病に対する耐性はエリンギ菌株間で差が見られ，交配

による耐病性品種作出の可能性が示唆された。エリンギ

の保存菌株を分譲された森林総合研究所九州支所特用林

産研究室およびC．variumの保存菌株を分譲された長野

県野菜花き試験場菌茸部に厚くお礼申し上げる。また，

本実験の調査に協力いただいた甲斐和恵，太田光恵の両

名に感謝する。
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表－１　Cladobotoryum varium分離菌の発病程度

発 　病　 程 　度３）

＋＋＋＋＋＋発 病 率２）（%）菌   株１）

100.04)00100.0　OMI 9801
87.50087.5　N 698
100.000100.0　N 715
100.000100.0　N729
37.512.550.0100.0　IFO 9143
025.056.381.3　IFO 9438

１）菌掻き時に分生子懸濁液（1× 106個 /ml）を１びんあたり
1ml 注入接種した

２）（発病びん数／供試びん数）× 100

３）＋　　：子実体上に C.varium菌糸が僅かに見られる
　　＋＋　：子実体上の約 25％以下に C.varium菌糸が見られる
　　＋＋＋：子実体上の約 25％以上に C.varium菌糸が見られる
　　　　　または子実体未発生
４）発病びん数の割合（%）

表－２　Cladobotoryum varium分離菌のエリンギ幼子
実体生育期に おける発病程度

発 　病　 程 　度３） 

＋＋＋＋＋ ＋発 病 率２）（%） 菌　 株１）

77.722.3４） 0 100　OMI 9801
33.344.422.3100　N 698
11.177.811.1100　N 715
55.644.40100　N 729
37.537.525.0100　IFO 9143
011.111.122　IFO 9438

１）幼子実体に分生子懸濁液（1× 106個 /ml）を１びんあたり３
－４ml 噴霧接種した

２）（発病びん数／供試びん数）× 100

３）＋　　：子実体上に C.varium菌糸が僅かに見られる
　　＋＋  ：子実体上の約 25％以下に C.varium菌糸が見られる
　　＋＋＋：子実体上の約 25％以上に C.varium菌糸が見られる
４）発病びん数の割合（%）

表－３　エリンギ培養期間と Cladobotryum varium（OMI 9801）
　　　　の接種濃度が発病に及ぼす影響

発 　病　 程 　度３） 

＋＋＋＋＋ ＋発 病 率２）（%）培養期間（週）
 接種濃度１）

（個／ml）　

12.512.54)0　25.0５１０１

25.0　0　　12.5 31.3６
31.36.36.350.0７
62.56.36.387.5８
 87.56.30　93.8５１０２

56.36.312.587.5６
75.06.318.8100.0７
93.86.30　100.0８

１）菌掻き時に分生子懸濁液は１びんあたり１ml を注入接種した
２）（発病びん数／供試びん数）× 100
３）＋　　　：子実体上に C.varium菌糸が僅かに見られる
　　＋＋　：子実体上の約 25％以下に C.varium菌糸が見られる
　　＋＋＋：子実体上の約 25％以上に C.varium菌糸が見られる
　　　　　　または子実体未発生
４）発病びん数の割合（%）

表－４　Cladobotryum varium（OMI 9801）
のエリンギ系統に対する病原性

発 　病　 率（%）２） 

１０２個／ml１０１個／ml３）　 菌　　株１）

46.40ATCC 36047

10.00OMC  4083

00OMC  4084

30.030.0OMC  4087

１）エリンギ系統
２）菌掻き時に分生子懸濁液は１びんあたり 1ml を
注入接種した

　（発病びん数／供試びん数）×１００
３）分生子懸濁液の濃度


